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真の闇で、 窓の 代りに あけて ある 壁の 穴から 荒野の 夜 

の 聞き慣れない ひびきが 伝わ つ て 来た。 遠くき こえる 

狼の なんとも いえない ように 長い 尾 を ひいて 吠える 声 

木立ちの なかで 休みな しに 鳴く 虫の 静かに 浪打 つよう 

なむせ び 声、 昼の 鳥と はまった く 違って いる 夜鳥の 

めつぼう かい 

怪しい 叫び声、 めくら 滅 法界に 飛んで くる 大きい 

かぶとむし こと n 1 ラス 

甲虫の 唸り 声、 殊に これらの 小さい 虫の 合奏 曲が 突 

然 やんで 半分し かきこえない 時には、 なに かの 秘密 を 

さと 

覚ら せる ように も 思われた。 

しかし、 ここに 集まって いる 人び と はそんな こと を 

気に とめる 者 もなかった。 ここの 一団が 実際的の 必要 



検屍 官は その 眼 を 床の 上に 落として、 しばらく 黙つ 

ている と、 小屋の なかに いる 他の 人び と は 小声で 何 か 

話し 始めた が、 やはり その 眼 は 死骸の 上 を 離れな かつ 

た。 検屍 官は やがて 眼 を あげて 宣告した。 

「それで はふた たび 審問 を 開きます」 

人び と は 脱帽した。 証人 は 宣誓した。 

「あなたの 名 は …… 」 と、 検屍 官は 訊いた。 

「ウィリアム • ハ 1 力—」 

「年齢 は …… 」 

「二十 七 歳」 

「あなた は 死人の ヒュ ゥ- モルガン を識 つて います か」 



ガン は 指さして 教え たれば、 われら は 低き 槲の林 を 

ゆき 過ぎて、 草 むらに 沿うて 行きぬ。 路の 片側に はや 

からすむぎ 

や 平らかなる 土地 ありて、 野生の 燕麦 を もって 深く 

おお 、-で 

掩 われたり。 われらが 林 を 出て、 モルガン は 五、 六ャ ー 

ドも 前進せ る 時、 やや 前方に 当たれる 右側の すこしく 

けもの やぶ 

隔たりた ると ころに、 獣の たぐいが 藪 を 突き進む が 

ごとき ひびき を 聞け り。 その 響き は 突然に 起こりて、 

草木の はげしく 動揺す る を 見た リ。 

「われら は 鹿 を 狩りいだ しぬ。 かくと 知らば 旋条銃 を 

持ち 来たる ベ かりし に …… 」 と、 われ は 言いぬ。 

モルガン は 歩み を 停めて、 動揺す る 林 を 注意 深く 窺 



麦 は 押し 曲げら るるの みならず、 押し倒され、 押し 挫 

がれて、 ふたたび 起き も 得 ざり き。 しかも、 その 風の 

じょ 

ごとき 運動 は徐 じょに わが かたへ も 延長し 来たれるな 
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この 見馴れざる 不可解の 現象 ほど、 われに 奇異の 感 

を 懐かしめ たる こと はかって なかり き。 しかも われ は 

なお、 それに 対して 恐怖の 念 を 起こす にいたら ざり き。 

われ はかくの 如くに 記憶す。 —— たとえば、 開かれた 

る 窓より 何 心なし に 表 を ながめた る 時、 目前に ある 小 

さき 立ち木 を 遠方に ある 大木の 林の 一 本と 見誤 まるこ 

と あり。 それ は 遠方の 大木と 同様の 大きさに 見 ゆれ ど、 



われ は 再び 起き あがりて、 わが 手より 取り落とした 

る 銃 を 拾い上げん とする 前に、 モルガンが 今や 最期 か 

とも 思わる る 苦痛の 叫び を あぐる を 聞け り。 さらに ま 

うな 

た、 その 叫び声に まじりて、 闘える 犬の 唸る がごと き 

しわが す さ 

皺 枯れた る 凄まじき 声 を も 聞け リ。 異常の 恐怖に 襲わ 

れて、 われ は あわてて 跳ね起きつつ モルガンの 走り 行 

きたる 方角 を 打ち 見やれば、 ああ、 二度と は 見 まじき 

ところ 

怖ろ しの 有様な りしよ。 三十 J? -I ドとは 隔てざる 処 

に、 わが 友 は 片膝 を 突いて ありき。 その 頭 は 甚だし 

き 角度にまで のけぞりて、 その 長き 髪 はかき 乱され、 

その 全身 は 右へ 左へ、 前へ うしろへ、 激しく 揺られつ 



死ぬ 前に 書いた ものです」 

ハ— 力— が 出て 行った あとへ、 陪審 官らは 再び は 

いって 来て、 テ— ブルの まわりに 立った。 その テ ー ブ 

ルの 上に は、 かの 掩 われた る 死体が、 敷布の 下に 行儀 

よく 置かれて あった。 陪審 長 は 胸の ポケットから 鉛筆 

と 紙 きれ を 把り 出して、 念入りに 次の 評決 文 を 書く と、 

他の 人び ともみな 念 を 入れて 署名した。 

—— われわれ 陪審 官 はこの 死体 は マウンテン • ライ 

オン (豹の 一種) の 手に 因って 殺された る ものと 認む。 

ただ てんかん 

但し、 われわれの ある 者 は、 死者が 癲癇 あるいは 痙攣 

の ごとき 疾病 を 有する ものと 思考し、 一 同 も 同感な り。 



ヒュウ. モルガンが 残した 最後の 日記 は 確かに 興味 

ある 記録で、 おそらく 科学的の 暗示 を 与える もので あ 

ろう。 その 死体 検案の 場合に、 日記 は 証拠 物と して 提 

示されなかった。 検屍 官は たぶん そんな もの を 見せる 

こと は、 陪審 官の頭 を 混乱させる に過ぎないと 考えた 

らしい。 日記の 第一 項の 日付け ははつ きりせ ず、 その 

紙の 上部 は 引き裂かれ ていたが、 残った分に は 次の よ 

しる 

うな ことが 記されて いる。 



刹那で、 また 同時に 消える 数が わずかだった が、 畔の 

全体の 長さに 沿うて 一 列 二列の 間 は ぼかされ ていた。 

おれと 星との 間 を 何物 かが 通った のらし いと 思った が、 

おれの 眼に はなん にも 見えない。 また、 その物の 輪郭 

を 限る ことの 出来ない ほどに、 星の ひかり も 曇って は 

いないの だ。 ああ、 こんな こと は 忌 だ …… 。 

(日記の 紙が 三枚 剝ぎ 取られて いるので、 それから 数 

週間の 記事 は 失われて いる。) 

九月 二十 七日 —— あいつが 再び ここへ 出て 来た。 お 

れは 毎日 あいつが 出現す る ことの 証拠 を 握って いるの 

だ。 おれ は 昨夜 もお なじ 上 掩ぃを 着て、 鹿 撃ち 弾 を 二 
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